
 

 

 

 

 

これからの学校生活 

                         校 長  浅 野 謙 一 

 

新型コロナウイルス感染症が、令和５年５月８日付で、５類感染症に移行されまし

た。それに伴い、新型コロナウイルス感染症は、季節性インフルエンザと同等の扱いと

なり、移行後は、従来の感染症対策を一律に実施するのではなく、平時には、日常的な

対応を継続することが、基本となります。 

具体的な平時の対応は、学校教育活動においては、マスクの着用を求めないことを基

本とし、「健康観察」「換気の確保」「手洗い等の手指衛生」「咳エチケット」「清

掃」等により、感染症対策を行うことになります。 

また、出席停止の基準等も次のように変更されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの感染症対策により、生徒の学習や心身にも一定の影響が出ているとの指摘

もあります。今後は、コロナ禍を通じて再認識された学校の役割を踏まえ、これまで制

限されていた教育活動については、簡単に「やめる」「変更する」のではなく、「何の

ためにやるのか」「どうすればうまくいくか」を学校全体で知恵を出し合って、その必

要性を充分に検討した上で、積極的に実施していきたいと考えています。 

これからは、激動する社会を生き抜いていくために、「自ら考え、自ら判断し、自ら

決定し、自ら行動する力」が必要になってきます。生徒たちが、これからの中学校生活

で「自ら考え、自ら判断し、自ら決定し、自ら行動する力」が身につけられるように学

校全体で支援していきます。生徒たちには、このことを目標に、今後の学校生活が、充

実したものになるよう努力してくれることを期待しています。 
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・ 感染が確認された者の出席停止の期間は、発症した後５日を経過し、かつ、症状が

軽快した後１日を経過するまでを基準とする。 

・ 発熱や咽頭痛、咳等の普段と異なる風邪症状等がみられることのみをもって出席停

止とはしない。 

・ 濃厚接触者の特定は行われなくなるため、同居の家族が感染していても、本人の感

染が確認されていない場合は、登校を控える必要はない。また、直ちに出席停止と

はしない。 

・ 家庭との連携により、生徒の健康状態を把握し、生徒に発熱や咽頭痛、咳等の普段

と異なる症状がある場合には、無理をせず、自宅で休養するようにする。 



 

祝★全国大会出場！！ 

５月１３日（土）に、第４０回全日本少年

軟式野球大会愛知県大会の準決勝・決勝が行

われました。クラブチームも参加している大

会であり、準決勝が先に進むための大きな山

場でした。我らが旭中学校野球部は、キャプ

テンを中心にチーム一丸となって粘り強く戦

い、１対０で競り勝ちました。決勝は残念な

がら負けてしまいましたが、県準優勝で８月１１日から始まる水戸市長旗第１３回東日

本少年軟式野球大会への出場が決まりました。東日本の３０チームほどが集まる全国大

会だそうです。応援よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

野球部だけでなく、ソフトボール部が県大会に出場し、１回戦を突破しました。また、

女子バレーボール部も瀬戸・旭の春季大会で優勝し、愛日地区大会出場を決めました。 

どの部活も一生懸命練習に取り組み、着実に力をつけているようです。夏の中総体が

楽しみです。 

うれしい声 

 中央公民館に習い事で来ていた春日井市の方から、こんなお電話をいただきました。 

 

 

 

少年の主張愛知県大会 観覧募集 
 ８月１８日（金）に少年の主張愛知県大会が尾張旭市で開催されます。県の代表者の

発表を聞くことは、思いや考えの伝え方、文章の組み立て方など様々な点で参考にな

り、今後につながることも多いと思います。せっかくの機会ですので、ぜひ観覧してみ

ませんか。希望者は担任までお知らせください。 

給食の白衣について 

 いつも、修繕等していただきありがとうございます。破れているなど、傷みがひどい

ものは順次交換していきます。洗濯の際などに気付かれた場合は、お子さんを通じて担

任までお知らせください。 

 この大会でまず一つの目標を達成することができました。自分たちの代は新チームの頃、「こ

の代は弱い」という評価で始まりました。ですが、そこから個々の努力・練習で一つずつ勝利を

重ねてきました。また、この大会では、全員が道具を磨いて試合に挑みました。そのおかげで勝

てた試合も多くありました。スポーツでも日常生活でも、一つ一つの道具を大切にすることで、

いつかそれが返ってくることをこの大会で知ることができました。今後は「昨年の先輩をこえ

る」という目標で、日々努力していきます。              ３Ａ 植嶋大惺 

 昨日、自転車で転んで立ち上がれなくなっている高校生に、旭中の野球部らしき５～６人の生

徒が声をかけて助けていました。中央公民館の人に声をかけて連れて行き、荷物や自転車をもっ

ていってあげていました。その姿を見てとても感心しました。 


